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島根原子力発電所２号機

安全対策工事の実施状況

２０２３年１０月
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資料２－１



1適合性審査の流れ

再稼働には、「①原子炉設置変更許可申請」の許可、「②設工認申請」の認可、
および「③保安規定変更認可申請」の認可が必要となっています。

なお、「①原子炉設置変更許可申請」および「②設工認申請」については、許可、認可
をいただいており、現在は「③保安規定変更認可申請」の審査を受けているところです。
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①原子炉設置変更許可申請の審査

③保安規定変更認可申請の審査

地震・津波の審議

[基準地震動]

プラント施設の審議

必要に応じ補正

必要に応じ補正

理解活動

使用前事業者検査

再稼働
（2024年8月（計画））

島根３号機 島根２号機

※  設工認：「設計及び工事の方法その他の工事の計画」の認可。

②設工認※申請の審査

2021年
9月

2023年
8月



2島根２号機 安全対策工事の実施状況

 安全対策工事の完了時期：２０２４年５月
（現在も様々な安全対策工事を実施しており、できるだけ早期に完了するよう努めています）

 建物内で実施中の主な安全対策工事

①耐震補強 （機器・配管等の耐震補強工事）

②火災防護対策

③内部溢水対策

④計器新設 （格納容器内雰囲気監視機能の強化など）

⑤設備新設 （静的触媒式水素処理装置(PAR)の設置など）

 その他の対策工事実施状況は別紙参照



3安全対策工事状況①〔機器・配管等の耐震補強工事〕

耐震安全性を確保するため，機器・配管等について耐震補強工事を実施しています。

＜実施状況＞
 主に配管（耐震Ｓクラス、Ｂクラス）に対し、支持構造物の追設、改造工事を実施中
 約９０％工事完了

 
 

工事実施例

支持構造物

（追設）

支持構造物(既設)

配管

配管配管配管

支持構造物(既設)



4安全対策工事状況②〔火災防護対策の強化〕

建物内で万が一、火災が発生した場合にも、早期の火災感知および消火が行えるよう、火災感
知設備および消火設備を強化しています。また、原子炉を停止するために必要な設備への火災
の影響を低減できるよう、耐火障壁および耐火ラッピング等を設置しています。

＜実施状況＞
 耐火障壁：全９箇所設置完了
 耐火ラッピング：約１２００ｍ施工済み、残り約３００ｍ施工中
 火災感知器：約３３００個設置済み、残り約５００個設置工事中
 ガス消火設備：約２０箇所設置済み、残り約３０箇所設置工事中

原子炉停止に係る機器を設置する火災区域への
延焼を防ぐため障壁を設置

電源ケーブル等による延焼を防ぐため
耐火能力のある耐火ラッピングを施工



5安全対策工事状況③〔内部溢水対策(建物内部への水密扉設置等)〕

配管の破断、タンクの破損、火災時の消火放水などによる、没水、被水などから原子炉施設の安全
上重要な設備への影響を防ぐために、水密扉や堰の設置などの浸水防止対策を行っています。

＜実施状況＞
内部溢水用水密扉：全３８枚、防水壁：全３枚、床ドレン逆流防止：全１９箇所設置完了
堰：９２箇所設置済み、残り２箇所設置工事中
貫通部止水処置：約８５％工事完了



6安全対策工事状況④〔格納容器内雰囲気監視機能の強化〕

重大事故時の環境下でも原子炉格納容器内の温度や圧力などを測定することができる
よう、計器を追加設置しています。

＜実施状況＞
格納容器圧力計（全４台）の設置が完了し、その他計器、計器用配管およびケーブルなどの

設置工事を実施しています。

 

 

  

  

 

  

＜ 主な計器追加設置イメージ（２号機）＞ 

 
格納容器温度計 [１５台]  

格納容器水位計  [８台] 

格納容器圧力計  [４台]  

格納容器酸素・ 

水素濃度計   [各１台] 

格納容器 

計器用配管 

圧力計 

圧力計へ 

＜設備例（格納容器圧力計）＞ 
【追加設置計器】（２号機） 

 

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉格納容器 



7安全対策工事状況⑤〔静的触媒式水素処理装置(PAR)の設置〕

炉心の著しい損傷が発生した場合において、原子炉建物内の水素濃度を低減し、水素爆発
による損傷を防止するため、静的触媒式水素処理装置（PAR）を設置しています。

＜実施状況＞
 ＰＡＲ本体１７台の設置が完了し、残り１台の設置工事等を実施しています。

ＰＡＲ本体
電源を必要としない触媒
による再結合反応で水素
濃度を低減します。
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工事発注から竣工までにおいて、電力による工事管理の状況を以下に示す。

当社の工事管理状況（１／３）

各社にて工事関係図書の提出
(手順書に定めている工事図書作成等)

工事発注

着手前打合せ

作業前準備

作業実施

【施工管理】
・作業前には請負会社と「着手前打合せ」を実施し、以下を確認する。

①提出図書の状況確認や工事計画内容の確認
②作業手順および作業安全の管理ポイントの共有を図る
③作業対象設備に対して、原子力安全への影響評価を実施
④不具合情報や労働災害事例（OE情報）の共有を図る
⑤品質保証計画書の提出状況を確認

【施工管理】
・作業対象設備の確認および系統の隔離状態の確認を実施
・作業箇所にて必要となる火気養生や仮設足場等の設置後現場確認を実施
【労働災害】
・ＫＹ活動に安全管理者が適宜参加

作業完了

【施工管理】
・着手前打合せにて確認したホールドポイント※の立会または記録確認
※確認を怠ると「手戻りになる可能性がある」、「信頼性が確認できない」項目
・適宜、電力管理職によるパトロールを実施

・原子力安全への影響評価した情報を基に、リスクのある作業が発生する場合
は作業中断等の判断を行う。
【労働災害】
・労働災害が発生した場合は適宜、安全管理者より協力会社への周知を実施

【工事施工フロー】 【電力管理】

【施工管理】
・各社から提出された工事図書の確認
・作業手順の確認や立会項目の確認（ホールドポイントの設定）
・作業に伴う足場申請や火気使用申請他の必要申請書類を確認
・作業安全の管理ポイントの確認（工事管理計画書）
※ホールドポイントの設定および工事管理計画書は、例を別頁に示す

竣工
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ホールドポイントの設定において、手順書に定める例を以下に示す。

当社の工事管理状況（２／３）

例

ホールドポイント［HP］

電力が確認を怠ると

「手戻りになる可能性がある」

「信頼性が確認できない」

項目

※ホールドポイントは立会、ま
たは記録確認が完了しないと

次工程に進めない重要ポイント
です。
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工事管理計画書において、工事の施工前から完了確認までの施工管理に関する具体
的実施事項および注意事項を定め、工事の万全を図る。以下の図書を記載例とする。

当社の工事管理状況（３／３）

例

・当該作業に関連する「工事管理仕様書」
の管理項目が「工事管理計画書」に反映
されていることを確認


